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　理事長退任に当たり、一
言ご挨拶申し上げます。
　振り返ってみますと、私
の就任時は、規制緩和によ
り組合の歴史的大転換に遭
遇しました。それは、主要

事業の柱であった、小規模漏水修理工事の入札
に組合が参加出来なくなり、水道局様からの年
間10億円の受注を失い、想定外の難題に直面し、
組合経営を抜本的に見直す契機になりました。
　この対応策として、まず組合の財政基盤を安
定させるには、新たな視点に立って、やるべき
優先課題として、賦課金の増額を理事会で検討
しました。ただ、理事会の中でも、意見の集約
が難しく、組合の存続か解散かの、二者択一の
重要な判断を迫られました。
　しかし、これまで多くの先人諸氏が築き上げ
た、伝統と歴史ある組合のブランドを私の代で
解散する事は、許されるのかと自分自身に問い
かけました。今まで経験した事の無い、困難な
問題に対峙し、事業を継続するには賦課金の増
額が不可避であり、総会に提案し、組合員の皆
様にお諮りしました。
　これを議場に諮ったところ、質問に立った組
合員から先行きの不安や心配などについて、相
当突っ込んだ質疑がありましたが、丁寧に説明
しご理解を頂きました。その結果、組合員の賛
成多数で賦課金の増額が承認可決されました。
　次に、やるべき事として、空調衛生工業会の
ビルの中に賃借していた健保組合と厚生年金基
金に着目し、当組合会館に一緒に入居してもら
う案を立案しました。その最大のメリットは、

組合員の手続きが一か所で用が足りて、利便性
の向上を図る事にありました。
　それに伴い、私から神奈川県管工事協同組合
と川崎市管工事業協同組合等の執行部の方々に
事前にお話しして、了解を頂いた上で、関係各
位に当組合が直面している厳しい事情を説明し、
快くご了承をいただきました。こうして得た、
家賃収入を活用し、組合会館の減価償却などに
充てる事が出来ております。
　そして、組合運営に掛かる諸経費と関係団体
へのお付き合いの見直し等を含めた、全般的な
コストの削減に精力的に取り組み、改善の成果
が上がりました。
　さらに、組合の資金を運用する条件として、
元本が保証されているソフトバンクの社債を購
入し、配当金が組合の決算に大きく貢献し、赤
字を阻止できた年度もありました。
　また、資材販売の在庫が決算時に多い時は、
3,000万円位が残っており、在庫を過剰に持つ
事は、保管しておくための諸費用や管理する労
力も掛かり、理事会で問題になっていました。
その長年の懸案事項であった在庫を12年間の歳
月をかけて段階的に減らし、今期には、在庫ゼ
ロという快挙を達成しました。今後の資材販売
は、賛助会員の皆様と緊密な連携を取りながら、
組合員からの要望に応えて参ります。
　その他にも、執行部の皆様が情報収集した中
で、既存の枠に囚われない発想で、知恵を出し
合い、例えば、事務所の清掃回数やエレベーター
の点検内容を再検討するなど、良いものは、積
極的に取り入れ、組合の財務体質の改善に寄与
して参りました。

退　任　挨　拶

前理事長 佐々木　靖　太
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　こうした様々な難題に真正面から立ち向かい、
幾多の試練を乗り越えてきました。これもお客
様はじめ、取引先の皆様のご支援、ご協力の賜
物であり、また執行部も強固な連携のもと、た
ゆまぬ努力を続けて参りました。組合が置かれ
ている状況を鑑み、現実を見つめ、先行きを見
通し、自ら果せられた職務に全力で取り組んだ
結果、赤字決算を12年間出さず、責任を果たせ
ました。
　今期は、お客様から依頼される工事件数が多
く、十数年振りの予想以上の売上高と利益を計
上しています。まさに、私の退任の年度に、有
終の美を飾れた事に大変感激しております。
　また、私の理事長在任中に80周年記念式典と
設備博の最大のイベントに携わる事ができまし
た。平成29年 2 月11日に横浜ベイシェラトンで
組合創立80周年記念式典を開催し、多くの御来
賓をお招きし、祝意を頂き、改めて組合の存在
感を認識しました。そして、組合員、OB諸先
輩の方々と共にこの記念すべき日を祝う事がで
きた事は私にとっても大きな喜びとなりました。
　設備博については、パシフィコ横浜展示Bホー
ルにおいて平成29年 9 月15日、16日に開催しま
した。行政はじめ、機材商組合の方々、幅広い
分野の企業の皆様方にご協力、ご支援をいただ
きました。
　展示会の会場には、県下のみならず全国から
ご来場いただき、初めての試みでありましたが、
入場者数も 1万2500名を超え、外部の方々も規
模の大きさや迫力に感動され、思いもよらぬ称
賛や評価を頂き、大盛況に終える事ができまし
た。
　私ども、水道事業に携わる者として、これか
らも安全で安心して飲める「命の水」水道水を
利用者の皆様に滞りなくお届けし、快適な生活

を営む上で、重要な役割と責任を果たしていま
す。
　その一方、発災時の対応を迅速に行うには、
水道局様との定期的な防災訓練は欠かす事がで
きません。これからも万が一の事態に備え、訓
練や準備を重ねることで、いざという時に強い
団結力で組合の存在感を発揮できると確信して
おります。
　組合を存続させて行くには、各種の技術や安
全・品質管理の研修会など、水道局様、保全公
社様に今後とも勉強会を開催して頂き、連携を
強化して参ります。また、当組合でも第一線で
活躍している方々を講師としてお迎えし、研修
会を開催し、組合員の意識向上を図り、組合の
発展に取り組む事が命題です。
　終わりに、
　省みると幾多の困難を乗り越えながら、私自
身の使命感と信念に基づく実行力が、実を結び、
現在は組合経営も安定期に入り、自分の役割も
果たし終えましたので、後進に道を譲る時期と
決断致しました。
　今日まで12年間に渡って、役員、支部長、組
合員、職員の皆様に支えられ、理事長として与
えられた職務を全うする事ができました。また、
長い間、組合を温かく見守って下さった皆様に、
出会えた事に、心より感謝を申し上げる次第で
す。
　本当にありがとうございました。
　これからは、石田新理事長を先頭に、組合員
の意見、要望に対して、誠実かつ迅速な対応を
心掛け、また長年培ってきた、お客様からの信
用や実績を組合の財産として、新たな時代の変
化にも柔軟に対応して頂き、さらに組合の存在
感を高め、地域社会と共に歩み、益々のご発展
と成長を祈念しております。
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　この度、第35期の理事長
を拝命いたしました石田で
ございます。これまで理事
を 5期、副理事長を 2期務
めてまいりました。この間、
組合員の皆様には様々な場

面において温かなお力添えを賜り、心より感謝
申し上げます。当組合は、昭和12年、大相撲の
双葉山が横綱に昇進した年に発足し、昨年度は
創立80周年を迎えました。これまでに諸先輩、
役職員が築き上げてこられた歴史と実績に合わ
せて、当組合300社の理事長として舵取りを仰
せつかり誠に光栄であるとともに責務の重さに
身の引き締まる思いです。理事会の新体制にて
業務を執行し、組合の持続的成長に力を注ぐ覚
悟で御座います。関係各位皆様方のご支援ご協
力を心よりお願い申し上げます。
　さて、21世紀を迎え当組合を取り巻く社会環
境は、少子化、後継者不足、働き方改革、自然
災害の多発、グローバル化など様々な問題が生
まれ、私達の管工事業は、新たな企業としての
取り組み、そしてフレキシブルな対応が求めら
れております。
　こうした現況と将来を見据え、新体制組織で
の各委員会・委員長ポストは、年齢の若い理事
にて構成させていただきました。今後、体制が
しっかりと機能しますよう、組合の発展に多大
な功績を築いていただいたキャリア豊かな先輩
理事の方々並びに組合員皆様におかれましては
「人材の育成」、「次世代への橋渡し」にご協力
いいただくと共に、前向きなサポートとご配慮
を賜りたくお願い申し上げます。

　組合の大きな目的ともいえます「持続的成長」
をかなえるには、相互扶助の精神をベースとし
たネットワーク整備と多様な推進こそが焦眉の
急であり、マクロ的視野にたち、業務の執行を
するにあたり、組合員皆様と取り組む 3つの柱
を次に示させていただきます。

　◎新体制「推進」　3つの柱　（次世代につなぐ）
　 1．組合員相互扶助の推進
　　・‌�前向きで明るい「人の和」を大切にした

組織力の推進
　　・‌�ボトムアップ尊重そして推進
　　・‌�組合会館の多目的利用検討（ 1階）及び

会館整備推進
　 2．組合、業界における地位向上の推進
　　・‌�市民・地域・行政との連携の推進
　　・‌�未来の組合、業界を担う青年部への活躍

のための支援推進
　　・‌�工業高校など学生との交流及び支援推進
　3.　魅力ある情報提供「見える化」の推進
　　・‌�組合の魅力「見える化」推進
　　・‌�HP充実・役立つ多様な情報「見える化」

推進
　　・‌�新製品、新技術及び安全施工資料の「見

える化」推進

　これより先、組合員の皆様には、横浜市並び
に各種団体様と更に連携を深め、 3つの柱の推
進に、ご理解とお力添えをいただきたく存じま
す。
　結びとなりますが今回ご退任されました佐々
木前理事長、雪野前理事、小野前理事、石田前

新任のご挨拶

理事長 石　田　　　隆

今月の言葉
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理事、山﨑前理事、そして支部をささえ、まと
めていただいた前支部長の皆様、これまでの、
ご功労に敬意を表しますと共に、厚く御礼申し
上げます。誠にありがとう御座いました。今後
とも組合の活動にご協力くださいますよう宜し
くお願い致します。尚、佐々木前理事長におか
れましては引き続き神奈川県連合会の会長とし

てご活躍されます事を御祈念申し上げます。ま
た、今回選任されました役員一同心を同じくし、
3つの柱を基に皆様のお役にたつ組合となるよ
う、事業を推進してまいりますので組合員皆様
には重ねてのご支援ご協力を頂きますようお願
い申し上げ、理事長就任のご挨拶とさせていた
だきます。
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　過去 4年間、佐々木前理
事長の下で副理事長職を務
めてまいりましたが、反省
のシーンばかりが頭の中を
蘇り、あらゆる場面で皆様
に助けて頂いた事に心より

感謝申し上げる次第です。本年度、改めて石田
新理事長より副理事長を拝命し、12年間の佐々
木前理事長の実績・功績を考えると、その重責
を痛感します。
　さて、石田理事長がキーワードに『次世代』
を掲げています。文字どおりその人選は委員長
ポストに若い理事を選任されました。水道局・
環境創造局・建築保全公社様からもいざという
時の迅速な対応と丁寧な行動が求められていま
す。若い世代・次の世代に今まで防災訓練やさ
まざまな講習会で培ってきたノウハウを徹底し
たものに確立し、継承していく必要があります。
そしてその事そのものが、私共組合の財政基盤
にも直接関わってくるのは言うまでもありませ

ん。本年度は建築保全公社様はもとより、水道
局様から防災訓練を含む応急給水施設・応急給
水装置の点検補修、環境創造局様からも災害時
の仮設トイレ調査点検の大きな業務を受注いた
しました。いざという時の為に、その期待に充
分応えられるようしっかり取り組んでいくこと
が、横浜市管工事協同組合の存在感と地位の向
上に大きく貢献し、市民からの信頼にも繋がる
重要な責務です。そして、各支部長・地区長の
皆様をはじめ、地域の組合員事業所のご協力を
心よりお願い申し上げます。
　そして、90周年・100周年に向けて、新任の
高橋副理事長、田野口専務理事、各委員長をは
じめ理事の皆様と全力で、石田理事長を支え、
一丸となって横浜市管工事協同組合を盛り上げ、
定款にもあります組合員の相互扶助と資質の向
上、組合の持続的成長に取り組んでいきたいと
思っています。
　何卒、組合員皆様のご協力を宜しくお願い申
し上げます。

就任のご挨拶

副理事長 丸　山　晴　雄

今月の言葉
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　この度は石田新理事長よ
りご指名を頂き、副理事長
の大役を仰せつかりました、
金沢支部選出理事の髙橋で
ございます。日頃は組合事
業にご協力を頂き、誠にあ

りがとうございます。
　第31期よりこれまで 8年間理事として組合事
業に携わって参りましたが、この度副理事長に
選任され、私にこの大役が務まるかという不安
と、責任の重さに身の引き締まる思いで決意を
新たにしているところでございます。当組合は
昨年創立80周年の歴史があり、尚且つ300社を
超える組合員が加入されている大所帯です。私
も微力ながら組合のさらなる発展の為、そして
少しでも組合員皆様のお力になれるよう尽力し
ていく所存です。どうぞ宜しくお願い致します。
　今年は水道局様、環境創造局様のおかげで委
託点検業務の件数も増加し、少しでも各支部・
組合員への仕事の手伝いが出来るよう努力して
いますが、点検業務に携わって頂ける組合員の
申し込みが少ない状況にあります。これから起
こる可能性のある災害時の対応が一早く出来、
市民の安全・安心を確保出来ますようにご協力
を宜しくお願い致します。
　今期は副理事長を仰せつかると共に、前期よ
り引き続き共同受注・資材委員長を兼任致しま
す。組合の運営を行っていく上で重要な委員会
でもあります。
　共同受注工事に関しましては、横浜市建築保
全公社様及び教育委員会様の工事発注が本年度
も昨年度同様かそれ以上の受注高を期待してお

ります。登録組合員すべての会社に配分できる
様、工事内容や工期など地域性も考慮しながら
配分して参りますので、施工組合員の方々にお
かれましても、発注者は元より施設側や地域の
皆様からの信頼をいただけるよう、努めていた
だければと思います。
　資材の共同購買事業に関しましては、本年度
は組合在庫材料を持たず、組合員の注文に応じ
て仕入れを行う形態へ変えていく等、新たな事
業展開を検討しております。組合へ材料を購入
しに来ていただく組合員にはご不便をお掛け致
しますが、ご理解を頂けますようお願いすると
共に皆様に周知していただけるよう努力いたし
ます。
　また、組合員の方々が安価で購入できるよう
に特価セールの回数を昨年以上に増やし、材料
だけに留まらず様々な物品を賛助会員のご協力
の下、販売提供できればと考えております。
　組合員の皆様のご理解ご協力あってこそ成り
立っております組合の運営でございます。
　少しでも組合員のお役に立てるよう、組合運
営も新たな運営方針、事業の在り方について
日々試行錯誤をしております。固定概念にとら
われず、新たな取り組みを加えつつも、継承し
ていくべきものを見極め、組合・組合員の皆様
にとってより良い環境づくりが出来るよう心掛
けて参ります。今後とも皆様のご理解ご協力を
いただけますよう、お願い申し上げます。
　我々建設業界を取り巻く環境は大変厳しい状
況に置かれており、これから先も不透明ではご
ざいますが、地域・社会にとってはなくてはな
らない業界でもあります。少しでも地域・社会

新任のご挨拶

副理事長 髙　橋　光　晴

今月の言葉
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に貢献できるよう、石田理事長が掲げている新
体制が目標とする「推進」 3つの柱（次世代に
つなぐ）を基に管工事組合役員、組合の職員、
各組合員の皆様と力を合わせ、一丸となって当

組合を盛り立てていければと思っております。
　これからも組合活動への参加とご協力を重ね
てお願い申し上げます。
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　第69回通常総会は 5 月24日（木）、午後 3 時
から「新横浜グレイスホテル： 3 F」において、
300社のうち217社（書面議決書含む）が出席し
井口事務局長の司会進行で進められました。
　井口事務局長が開会を宣し、物故者への黙祷
を行いました。石田副理事長の開会の辞にはじ
まり、続けて佐々木理事長より挨拶が行われま
した。
　続いて、横浜市優秀技能者表彰受賞者 1名・
永年勤続従業員表彰受賞者 2名に対して表彰状
及び記念品の贈呈、支部運営功労者 6名に対し
て感謝状及び記念品の贈呈が行われました。
　議長団選任は司会者一任の声をもって、議長
に山﨑理事、副議長に髙橋眞二理事が選任され、
議案の審議に入りました。
　平成29年度事業報告並びに決算報告、平成30
年度事業計画並びに賦課金徴収、役員報酬、収
支予算、労働保険事務組合事務処理規約改正の
件、任期満了による役員選任の件まですべて承

認されました。また、これに伴い理事改選が行
われ、任期満了の雪野理事、佐々木前理事長、
山﨑理事の 3名が組合運営功労者として表彰、
小野理事、石田朗理事の 2名に記念品の贈呈が
行われました。ここで佐々木前理事長より退任
の挨拶があり、組合員や官庁、関係団体、新聞
社、各位への御礼の言葉を頂きました。
　総会は休憩を挟み、理事会を行い、新任理事
から石田隆理事長と田野口博臣専務理事を選任
しました。総会を再開しその旨を伝え、石田理
事長より就任の挨拶があり、佐々木前理事長と
石田理事長が厚い握手を交わし、新体制への門
出を印象付けました。最後に、丸山理事の閉会
の辞をもって総会を終了しました。
　引き続いて、同会場 4 Fサフィーアの間にお
いて懇親会を開催、110名ほど参加され終始な
ごやかな雰囲気の中、歓談が行われ、午後 6時
過ぎに閉会しました。
� 事務局　河原

第69回通常総会報告
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　平成30年 5 月16日に組合会館 3 Fホールにて、
第 5回横浜市管工事協同組合青年部通常総会が
開催されました。
　当日は21名の青年部員と 2名の本部理事に出
席頂き、各議案の報告を行い、滞りなく承認さ
れました。
　ここで今回の総会の中で審議された議案をい
くつか紹介したいと思います。
　まず、本年度の活動計画として全国管工事業
協同組合連合（全管連）青年部協議会への横浜
市管工事協同組合青年部の加入について全会一
致で可決されました。こちらについては、全管
連青年部協議会理事会でも承認されたと伺って
おります。今年度からは他自治体の組合青年部
との交流、連携も期待でき、今まで以上に活発
な活動ができる事と思います。
　また、青年部役員の改選も行われました。投
票により 7名の役員（会長 1、副会長 2、会計
2、監査 1、書記 1）を選出。選出された 7名

の話し合いによって、前任の西支部、株式会社
三協の石井会長から、新たに瀬谷支部、株式会
社鈴木設備工業の鈴木さんが会長に就任されま
した。
　総会終了後には、懇親会です。場所を中華街
の景徳鎮酒家に移し会員拡大交流委員長の小林
さんの乾杯の挨拶に始まり、各々仕事やプライ
ベートの話に花を咲かせていたようで、大変盛
り上がった楽しい会となりました。
　役員も一新された青年部、新会長を筆頭に部
員全員で益々盛り上げて参る所存であります。
今後の活躍をご期待下さい。同時にかねてより
お知らせしておりますように、青年部員の募集
も随時行っておりますので、我こそはと思う方
是非、組合までお問い合わせください。
　最後に約 2年間会長を務めて頂いた石井さん
をはじめ、役員の皆様お疲れさまでした。
� 青年部　永野

青年部活動報告
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　平成30年 4 月27日（金）、青年部12名により
西谷水道記念館及び、西谷浄水場見学会を実施
しました。
　水道に関する仕事に携わっている私達ではあ
りますが、水道がどのようにできたかという歴
史、日常生活において、蛇口をひねれば当たり
前のように飲める水ができるまでの過程を学び
ました。
　特に歴史において印象が残っているのは、今
から約150年前に横浜が港の町として開港し、
その後には海外の技術を用いて日本初となる近
代水道が完成し、横浜の歴史と共に発展してき
たことです。

　改めて横浜の水が、古い歴史があり日本の先
端をいっていると言っても過言ではないと感じ
ました。
　浄水場の見学では、ダムから飲み水になるま
での過程を学ぶことができました。
　約 2時間半の見学ではありましたが、普段の
生活では知ることができない貴重な事を学ぶこ
とができました。
　今後は違った視点を持って、仕事に役立てら
れる、そんな研修になりました。
　ご協力頂きました水道局員の方々、お忙しい
中ありがとうございました。
� 青年部　（有）ショウ設備工業　將田

青年部活動報告
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  研修会・ボランティア活動を⾏い、各地域での交流を図っている 

 同業者同士のつながりが広がり、仕事⾯で協⼒し合える 

 同世代で親睦を深め、経験知識の交流が図れる 

 気の合う仲間ができ、プライベートでも交流をもてる 

⻘年部ってこんなところ︕ 

横浜市管⼯事協同組合⻘年部 メンバー 

TEL︓045-681-6631 
事務局︓井口 秀一 

http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
ご連絡先 

水道局合同訓練 ⼯場⾒学 ⼯場⾒学

懇親会 

総会 

設備博 

ボランティア活動 

事務局 ︓井口 秀一 

TEL ︓045-681-6631 
http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
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鶴見・神奈川支部

総会（移動）開催
　平成30年 4 月14日～15日 鶴見・神奈川支部
総会が福島市、高湯温泉 王子湯旅館にて開催
された。綿貫鶴見支部長より “ 疲れた身体を癒
す良い温泉があるから そこで総会を開きませ
んか ” とのお声掛けにて実現。
　 4月14日　曇天の朝、反町駅横ロータリーに
神奈川支部員 三三五五 集合　迎えのサロンバ
スに乗車。 次に鶴見区役所横にて鶴見支部員
を乗せ、いざ高湯温泉へ。普段から仲の良い両
支部員、道中宛ら移動宴会場状態。これが総会
に向かう団体かと…。 ま！それも仲の良い証拠。
これも有りでしょう。
　日頃の行いの良さ？土曜日にも拘わらず道路
渋滞もなく早めの会場到着。下車するやいなや、
異様な匂い。それもそのはず、効能抜群 硫黄
泉質の温泉とか。早速一風呂…この温泉は慶長
年間に自然湧出しているのを発見され、以来　
四百年 東北屈指の薬湯としてその名を知られ、
諸病 悩む人々を癒して来たそうです。その薬
湯に浸ったせいか皆顔色の良いこと。（バス内
でのアルコールの所為かも…。）
　その後、各々部屋に戻り支部総会を開催。平
成29年度 事業・決算報告に続き平成30年度 事
業計画（案）、収支予算（案）、役員選任議案も
恙無く審議され無事終了。

　神奈川支部役員は前年度体制にて、鶴見支部
綿貫支部長は続投、雪野理事が副支部長に、永
井氏が理事に選任されました。各々お疲れ様で
した。
　さて、お待ち兼ねの両支部合同懇親会の開始
です……　が！　ちょっと待って下さい。コン
パニオンの姿が見えませんが “ オット頼み忘
れかも ” いえそうではありません。この秘湯は
「一切の鳴り物を禁ず」との慣わしがありまし
て我欲や争いを捨て多くの人の心身平癒を求め
てきた場であるから平穏に身体を癒す為、大騒
ぎをせず、粛々と懇親を深めるようにとの幹事
（誰とは言えませんが）の話。
　そうは言ってもと、その鶴見支部長老 荒井
氏の一声、一転 カラオケ大会に突入（但し、
前述の通り鳴物は午後 8時迄との事）鶴見・神
奈川支部員 入り乱れての鬱憤歌い払い…。深
い～懇親の場となった次第でありました。合掌。
　翌日は、大荒れ天気予報でしたが、薄日の差
す、まずまずの天気。帰路も渋滞もなく途中、
那須に立ち寄り完熟苺の食べ放題のち昼食。湯
中りか 歌い当たりか 食べ過ぎかは定かではあ
りませんが、若干一名が 顔が青白く、少し具
合を悪くしたようです。帰浜時には元気を取り
戻し一安心。
　一人でも多くの支部員が参加できる企画を考
え実行しましょうとの両支部長の挨拶後、各解
散場所にてお別れ、鶴見・神奈川支部　総会出
席の皆様お疲れ様でした。又、会いましょう。
� 神奈川支部　編集委員　佐藤・月山

支部だより
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磯子支部

定期総会
　磯子支部の平成30年度定期総会が 4月24日火
曜日に開かれました。
　場所はいつもの天ぷら屋「井筒」さん。
　18時に開会しました。

　司会は私、相模工務店が担当しました。
　石井支部長の挨拶から始まり、議長は峯岸社
長にお願いしました。
　第 1号議案はイシケン社長で、平成29年度事
業報告。
　第 2号議案は誠進工業所社長で、平成29年度
会計報告。
　監査報告は横浜双葉社長稲葉氏が行いました。
　第 3号議案は杉山工業所社長で、平成30年度
事業計画案。
　第 4号議案も杉山工業所社長より、平成30年
度予算案。
　第 5号議案は役員の改選ということですが、
理事には峯岸社長にお願いすることになりまし
た。

　峯岸社長には快く引き受けていただけました。
　総会も滞りなく進み、議長の解任を終え、新
役員の挨拶と進んでいきます。
　閉会の挨拶を石井支部長にお任せして、平成
30年度の定期総会は無事に終わりました。

　さて、ここからが宴会になりますが、いつも
お世話になっている「井筒」さんは、いいタイ
ミングでお料理を運んできてくれます。
　ヒラメの薄作りから始まって、お刺身やサザ
エ、天ぷらと、今日も豪華なラインナップを用
意していただきました。
　新メンバーのサカエテックさんも参加という
ことで、いつもよりお酒が進んだのは不可抗力
と言っていいと思います。
　21時ころには中締めが。
　ここは杉山社長にお願いして、三本締めで締
めていただきました。

　お酒も入っているし、お腹いっぱいではあり
ましたが、磯子支部員12名の結束を実感した時
間でした。
� 磯子支部　編集委員　石田
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青葉支部

青葉支部支部会
　平成30年 3 月22日、青葉支部会は、青葉水道
事務所別棟 2階会議室をお借り致しまして開催
いたしました。
　今回は、平成29年度最後の支部会です。
　青葉水道事務所からは、岩田所長様・八橋事
務係長様に出席して頂きました。
　最初に岩田所長様より今年度から始まりまし
た「地域災害拠点給水委託点検業務」に対して
の慰労のお言葉を頂きました。又来年度も今年
度同様の協力体制で臨んで頂きたいと言う言葉
をかけて頂きました。

　続いて八橋事務係長様より、平成29年度の「委
託点検業務」の反省点や作業の進め方等につい
ての事柄を話して頂きました。又平成30年度は、
今年度に比べまして件数が増えますのでいかに
青葉水道事務所と管工事青葉支部との連携をよ
り太いパイプを強化するかと話して頂きました。
　青葉水道事務所との連絡会が終わりましたら、
青葉支部会の開催です。
　今回の支部会は、地域災害給水拠点に使用し
ます、ベストとヘルメットの配布です。
　支部員に配布が終わりましたらお披露目です。
勿論モデルは、前支部長であります若林晃さん
に着こんで頂きました。流石我が青葉支部の着
こなしの上手な方で一流です。
　写真でも分かります様にザ、青葉です。
　平成30年度の地域災害拠点委託業務の時は青
葉支部は、全員此の服装で参加致します。又災
害時にも此の服装で災害拠点に駆けつけます。
　最後に大德支部長より今年度は、水道局の委
託事業が始まりましたが、来年度から環境創造
局からの委託事業も重ねて始まりますので、今
年度以上の体制で望みたいとのお話が有り平成
29年度最後の青葉支部会が、終了致しました。
� チーム青葉　青葉支部支部長　大德　稔
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青葉支部

青葉支部平成30年度第 1回役員会
　平成30年度初めての役員会を平成30年 4 月28
日（土曜日）市ヶ尾に在ります「礒くら市ヶ尾
店」におきまして行いました。この度の議題は、
来月開催されます平成30年度青葉支部定期総会
についてです。
　最初に大德支部長より、今年度も昨年度同様
に、青葉支部役員の方々の協力が必要なので宜
しくお願い致しますとの挨拶で始まりました。
総会の会場は、去年同様「新横浜グレースホテ
ル」にて開催されます。
　各自に渡されました資料を読みながら、当日
の進行についての説明が支部長より有り、それ
に付け加える箇所を役員方々にて補正して頂き
ました。総会の資料の作成が終わりましたら、

山崎理事より理事会における報告をして頂きま
した。
　平成29年度より始まりました給水維持課の地
域防災拠点点検業務の今年度より変更事項や点
検の箇所が増えますので注意点等についても説
明が有りました。又今年度より環境創造局の委
託点検業務も始まりますので注意点等について
も説明が有りました。
　役員会が終わりましたら、懇親会に突入です。
勿論乾杯の音頭は、この人無しでは始まりませ
ん。内野会計監査の乾杯の音頭で平成30年度の
懇親会の幕があけました。やはり内野さんは、
青葉支部の顔です。写真の中でも分かります様
に、今年度も「今年も俺にまかしてくれと」　
とてもありがたい言葉を頂きました。懇親会の
中でも今年度の青葉支部の事業についての話が、
役員の方々から意見が出て来ます。
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　美味しい料理やお酒を堪能しながらも多くの
意見が出てくるのは、流石に青葉支部です。
　色々な意見が多く出ましたが、時間が過ぎる

のは早いもので最後の挨拶は、小山編集委員に
よる三本締めにて終了致しました。
� チーム青葉　青葉支部支部長　大德　稔

浜 管 た よ り № 479平成30年 7 月 1 日

－ 18 －



金沢支部

第47回金沢支部通常総会
　平成30年 5 月18日午後 5時から金沢支部通常
総会が、金沢文庫、[鳳琴楼]にて開催されまし
た。（（有）飯田設備）司会にて総会が始まり、
開会の挨拶を髙和管設（株）髙橋理事より、平
素より組合事業へのご協力のお礼と、 9社中 8
社の出席、ですが議案審議のほど宜しくお願い
しますとあいさつの後、金子支部長（（株）金
子産商湘南）より2020年問題の人手不足や支部
員減少等、組織を運営していくのも大変厳しい
状況で支部員の方々にも何らかの形で役員を受
けざるのが現実であり支部員の協力がこれから
も必要ですので、継続可能な運営を続けていく
ためにも、ご協力お願いいたしますとご挨拶を
頂きました。
　続いて、議長の選出、金子支部長（（株）金
子産商湘南）、書記選出（（有）飯田設備）飯田

栄）を指名し、議案審議に入りました。
　第 1号議案から第 6号議案までを、原案どお
り可決、承認されました。また、第 5号議案の
平成30年度役員改選では役員会により選出され
た候補者が、承認されました。
　議案終了閉会の挨拶は（アオキ工業（株））
青木孝信様より支部員の皆様のご協力により第
47回金沢支部通常総会が無事終了いたしました
と、お礼とご挨拶を頂き、閉会となりました。
　引き続き同場所にて、懇親会が開催され、秋
に予定されている、支部研修旅行の話題の他美
味しいお酒と料理に盛り上がる中、懇親会は終
了しました。
　今回、役員改選でしたが、支部員減少の為ほ
ぼ、前期と変わらないのですが、支部員の皆様
はお忙しい中、それぞれの役を十二分に努めて
いる事を感謝いたします。
� 金沢支部編集委員　（有）飯田設備
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あなたのお店紹介シリーズ －181－

　　有限会社リョクト設備工業
　　代表取締役　渡邊昌雄
　　横浜市旭区上川井町2001－15

　旭支部より紹介致します会社は、有限会社
リョクト設備工業さんです。以前は、緑区の鴨
居にお店を構えていたそうですが、約17年前に
現在の旭区上川井町に移って来られたそうです。
　業務の内容としては10年ほど前から、戸建て
住宅の設備工事を主に行っていましたが、徐々
にシフトし現在は社長以下 3名で民間工事、公
共工事問わずに給排水配管の取り出し、引込工
事等をメインとし衛生設備工事全般を行ってお
られるとの事です。会社に伺わせて頂いた際も
事務所内の書棚には各現場、顧客ごとに資料が
整理されたファイルがきれいに並んでおり、こ
ういった所を見ても丁寧な仕事をこなされるの
だろうと、容易に想像ができました。
　お話を聞かせて頂いた渡邊社長ですが、やは

り『丁寧な仕事』を心がけて日々取り組んで来
たとのことです。
　大のゴルフ好きでもある渡邊社長。会社でも
同業者さん、下請け業者さんを集めて年に 2回
コンペを行う程。実はわたくしも日ごろから大
変お世話になっており、 1年半程前からゴルフ
を始めましたが、渡邊社長にお願いして練習場
に連れて行ってもらって以来、それまで毛嫌い
していたゴルフにどっぷりはまってしまいまし
た。
　そんな渡邊社長ですが、現在は長男の大輔さ
んも一緒に仕事をされております。現場は勿論
のこと、役所の申請業務等を任され日々奔走し、
組合青年部にも積極的に参加して頂く大変貴重
な存在であります。
　今回は大変お忙しい中、貴重なお時間を割い
て頂いた、渡邊社長、大輔さん有難うございま
した。
� 旭支部　　編集委員　永野
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あなたのお店紹介シリーズ －182－

　　株式会社　サカエテック
　　代表取締役　小野　和彦
　　取締役専務　山中　伸一
　　取締役　　　木村　和幸
　　神奈川県横浜市磯子区栗木 2 -31-12

　このたび磯子支部に新たな老舗が加わりまし
た。「株式会社　サカエテック」さんです。
　組合に加入していただいたのが2016年 9 月と
のこと。今年度から磯子支部の一員として参加
していただくようになりました。
　サカエテックさんは、小野社長を筆頭に総勢
17人の大会社。HPによると、始まりは「フェ
ンスの向こう側」（米軍住宅）の『熱器（当時
は給湯器をこう呼んだそうです）』を修理する
会社だったとか。
　創業は1962年（昭和37年）だそうです。平成
29年 4 月に「有限会社サカエ熱器」から社名変
更して、現在の「株式会社　サカエテック」さ

んが誕生しました。
　『それから半世紀たった今では、給湯器など
の熱源機にとどまらず、上下水道や電気などラ
イフラインの新設・保守をメインに、年々ニー
ズの高まるリフォーム・リノベーション事業も
兼ね備えた総合建設業へと成長してまいりました。
　近年は既存の住宅をリノベーションして、よ
り快適でおしゃれに住むことが流行っています。
　こうしたリノベーションの際には、壁紙を張
り替えたりする内装や間取りを変える建築に目
を向けがちですが、水まわりを中心とした設備
も住宅環境を大きく左右するものです。
　「水」が「体内=建物内」を流れる「血液」
だとしたら「血管=水道管」であり、それを送
り出す「心臓」の役割は「設備」なのです。そ
う考えるといかに設備や管が大切かが納得して
いただけるのではないでしょうか。つまり設備
や管を健康な状態に保てば、快適で安心安全な
暮らしができ、同時に建物の資産価値も維持で
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きるのです。
　当社には内装・建築・設備ともに知識や経験
豊富なスタッフがそろっておりますので、お客
様一人ひとりのニーズに合った最適なリノベー
ションのご提案をさせていただきます。』とい
う言葉で会社案内のページが始まっていました。
　業務に関しては、鎌倉市クリーンセンターや
米軍横須賀基地動物病院・横浜市保土ヶ谷区に
あるルネ上星川などを手がけたそうです。
　先日取材でお邪魔したときに小野社長にお聞

きしたところ、趣味はDIYやアウトドアだそ
うです。釣りもお好きなようで、主に海が活動
範囲になるそうです。オートキャンプもなさる
そうで、最近は奥様と二人の甘い時間を楽しん
でいると仰ってました。
　気さくな昭和39年生まれの小野社長のもと、
プロの職人が集まった「サカエテック」さん。      
頼もしい仲間が増えて、磯子支部も心強い思い
です。
� 磯子支部　編集委員　石田

 
本社 〒251-0875 神奈川県藤沢市本藤沢 7-3-17 
TEL（0466）83-0015 FAX（0466）80-3751
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　　有限会社　飯田設備
　　代表取締役　飯田　栄
　　横浜市金沢区釜利谷西 1 -66- 8

　今回、金沢支部編集委員の弊社をご紹介させ
ていただきます。
　平成元年に横浜市管工事協同組合に加入。
　平成 6年に先代の創業者である父が逝去、そ
れ以降二代目となる私が代表取締役に就任し、
母と妻と弟で半人前の私が会社を運営してきま
した。当時はまだ30代、現場作業は何とかやり
くりはできましたが、事務仕事、見積もり、請
求等は一切係らなかった為、過去の資料や見積
もり単価表、また申請などは、解らないところ
は役所に尋ねに行くなど、四苦八苦しながらの
日々を思い出します。仕事の受注に関しては引
き継ぎと同時に景気が陰りはじめ今まで、先代

の人柄と信頼で受注できた仕事も減っていきま
したが、そんな中、金沢支部会に参加するよう
になり諸先輩方のお話やご指導により一歩一歩
出来る事を確実に、当時弟と二人で得意な部分
を技術的に伸ばし、足りない部分は 2人で 1人
前と言うように試行錯誤しながらやってきまし
た。
　現在、一昔前と変わり、町の工務店からの仕
事も減り、エンドユーザーや不動産屋の受注が
多くなり、様変わりしてきましたが、当時の多
くの人の助言やご指導等、初心を忘れず、小さ
な会社ながらの、小回りのきく水道屋として、
地域に貢献していければ幸いかと日々考えてお
ります。

� 金沢支部編集委員　（有）飯田設備

あなたのお店紹介シリーズ －183 －
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1 ．理　事　会
理事長以下21名

平成30年 4 月18日㈭　15：00～
　①防犯カメラ設置の件について
　②‌�パソコン・プリンターの入れ替えの件に
ついて

　③第69回通常総会提出議案の件について
　④顕彰規程に基づく表彰の件について
　⑤‌�職員給与規程及び退職金規程の見直しの
件について

　⑥共同受注工事配分の件について
　⑦‌�修繕紹介に係る登録組合員承認の件につ
いて

平成30年 4 月26日㈭　15：00～
　①‌�職員給与規程及び退職金規程の見直しの
件について【継続審議】

　②‌�第69回通常総会提出議案の件について
【継続審議】

　③‌�平成30年度横浜市（水道局・環境創造局）
委託点検業務の件について

平成30年 5 月17日㈭　15：00～
　①共同受注工事配分の件について
平成30年 6 月13日㈭　15：00～
　①‌�第35期組織運営並びに業務分担の件につ
いて

　②‌�機関誌編集者会議の編集責任者の件につ
いて

　③組合への加入承認の件について
　④‌�給排水設備修繕紹介に係る登録申請の件
について

2 ．委員会等
▼総務・財務委員会
月山委員長、小堀総務副委員長、佐々木（井）
財務副委員長、山口委員、横田委員、高田委
員、井口事務局長

平成30年 4 月11日㈬　15：00～
　①顕彰規程に基づく表彰の件について
　②第69回通常総会提出議案の件について
　③第69回通常総会役割分担（案）について
　④青年部予算計上について
　⑤‌�職員給与規程及び退職金規程の見直しに
ついて

　⑥平成30年給与について
　⑦支部活動補助金の支出について
　⑧自由脱退予告書の受理について
　⑨貸付金の状況について

▼事業委員会
宮本委員長、山𥔎副委員長、小野委員、井口
事務局長

平成30年 4 月13㈮　14：00～

会　議
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　①‌�平成30年度水道局委託点検業務入札及び
発注単価案について

　②‌�平成30年度環境創造局委託点検業務入札
及び発注単価案について

▼共同受注・資材委員会
髙橋（光）委員長、小松共同受注副委員長、
髙橋（眞）資材副委員長、平澤委員、金森委
員、木村委員、田野口専務理事、井口事務局
長

平成30年 5 月11日㈮　14：00～
　①共同受注事業配分状況について

　②資材売り上げ状況について
平成30年 6 月20日㈫　14：00～
　①共同受注事業配分状況について
　②資材売り上げ状況について

3 ．その他の会議、会合等
▼機関誌編集者会議
田野口専務理事、丸山副理事長、18支部編集
者

平成30年 6 月19日㈫　15：00～
　①第479号「浜管たより」の編集について
　②第480号「浜管たより」の編集について
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　今回はじめて、このような文章を書きます。
「人生初」という話です。
　書き出しから個人的なことを書いてすみませ
んが、「編集後記」というまとめの部分が読み
づらかったら申し訳ありません。

　 5月24日の総会で組合役員が一新しました。
（日本の国より一足早く）組合の81年目からの
出発の時です。今までの役員の皆様いろいろと
ありがとうございました。
新役員のもと、「和」を持って、よりよい組合
となるようにと思います。

� 港北支部　編集委員　田中浩之　

組合員及び賛助会員の新規加入状況
（平成30年 4 月～ 6月）

　組 合 員

　　・ヴェッセル㈱ 代表者　三星　雄大 旭区都岡町18- 2
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ネットワーク保守サポート

ＯＡ機器の販売・設定

東横システム株式会社 東京都大田区池上５－７－１２

担当：石橋一郎、菅原岬 電話０３－５７４８－８１４１

■複合機、ビジネスホン、パソコン、サーバー ■ホームページ作成 ・ リニューアル作業
■セキュリティ製品（ＵＴＭ、ウイルス対策） ■オーダーメイドシステム（ソフト）
■ネットワーク構築、ＶＰＮ 、現場設営レンタル ■EPSON ｽﾏｰﾄﾁｬｰｼﾞ、印刷機オルフィス
■オフィス関連商品（オフィス家具、ＬＥＤ） ■各種ソフトウエア（ＣＡＤ、申請、会計・・・）

■パソコンやサーバーのトラブル対応 ■機器の貸し出しサービス

■ネットワーク構成図の作成 ■ネットワーク構成図の作成
■遠距離操作によるリモート対応 ■ＬＡＮ、無線ＬＡＮ構築、配線作業
■サーバーバックアップのエラー通知
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取扱保険種目
ガン保険・医療保険・事業保険
火災保険・自動車保険 ほか

◇保険を見直したい！
◇会社の補償は大丈夫？
◇病気のことも心配！

http://www.vision-com.net有限会社ビジョン

取扱代理店

株式会社 ワイコム
横浜中央支店

ＴＥＬ ＴＥＬ
ＦＡＸ ＦＡＸ
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